
〒541-0043 大阪市中央区高麗橋3-3-11
ＴＥＬ：06-6228-2020 ＦＡＸ：06-6228-2030

【市場調査資料サマリー】
2024年10月

市場調査資料のご案内

HVAC機器・関連ビジネス市場の全容 2024

ソーシャル・ソリューション事業部

～機器/エンジニアリング/保守・メンテナンス市場における国内空調・熱源市場の全容を徹底解明～



◼ 本市場調査資料『HVAC機器・関連ビジネス市場の全容 2024』は、熱源機器/二次側機器のマーケット、およびこれらの設備が導入される建物需
要分野の市場推移をレポート内で俯瞰的に捉えています。また、HVAC機器の設計施工/メンテナンスの主体となるプレーヤーの動向をエンジニアリング
市場として業態別に調査することで、機器市場からエンジニアリング市場、建物の需要分野の市場動向を1冊のレポートで見渡すことができるマーケティ
ングレポートとなっています。

◼ HVAC市場は、部材価格の高騰や省エネ規制への対応により、機器の価格が上昇していることに加え、働き方改革や人手不足による人件費の高騰
が拍車をかける形で、市場形成に対して逆風が吹いている状況です。また、冷媒規制の動向も影を落としており、機器メーカー各社は2030年以降を
見据えた中長期的な商品開発において効率/性能と採用冷媒を天秤にかけながら、商品開発の方向性を模索している状況となっています。

◼ 建築市場を見渡すと、コロナ禍が明け、人の往来が活発化したことにより、一時的に建築需要が回復した需要分野もみられます。特にデータセンター、
および産業施設の一部の業種で特需の様相を呈しており、機器やエンジニアリング市場の一部も余波を受ける形で、市場が拡大している分野も見受
けられます。しかしながら、2035年にかけての長期的な見通しにおいては、フロー/ストックともに施設数が減少トレンドに入ることから、今後は機器メー
カー、エンジニアリング事業者ともに、更新需要の獲得が一層重要となってきます。

◼ エンジニアリング事業者における既存顧客への提案の切り口としては、「省エネ」や「脱炭素化」、「カーボンニュートラルの達成」がキーワードとしてあげられ
ます。設備投資意欲の回復を追い風に、更新需要を取り込みつつ、顧客ニーズに寄り添える受け皿の整備が重要となっています。

◼ エンジニアリング業界においては、人手不足が深刻化していることから、熱源機器/二次側機器の省施工性と、運転状況や設備管理の省力化への対
応も求められており、今後はストックビジネスの強化が必須となってきます。ストックビジネスとして今後市場の創出が期待されている分野としては、保守メ
ンテナンスの簡素化やAIを用いた快適制御など、IoT技術の活用が重要なポイントとなっていくと想定されます。

◼ 末筆ながら本市場調査資料の作成にあたり、取材および情報提供などに快く御協力いただいた関連企業、団体各位に対し、この場を借りて厚く御礼
申し上げるとともに、本市場調査資料が、空調・熱源関連機器メーカー、建設/施工関係事業者、計装関係事業者、保守・メンテナンス関係事業者、
エネルギー関係事業者各位の戦略構築に役立つことができれば幸甚に存じます。

■ はじめに



対象品目

Ⅰ．機器市場編

<熱源機器市場>

1.チリングユニット

2.ターボ冷凍機

3.コンデンシングユニット

4.吸収式冷凍機

5.パッケージエアコン

6.ビル用マルチエアコン

7.ガスエンジンヒートポンプエアコン

8.ボイラ（蒸気/温水）

9.冷却塔

<二次側機器市場>

1.エアハンドリングユニット

2.ファンコイルユニット

3.VAV/CAVユニット

4.冷凍・冷蔵ショーケース

5.外気処理ユニット

6.全熱交換器

7.個別空調向け室内機

Ⅱ.業態別分野市場編

1.空調系サブコン

2.電気系サブコン

3.計装会社

4.ゼネコン

5.メンテナンス会社

6.エレベータ保守会社

7.エネルギーサービス会社

Ⅲ.需要分野編

1.産業施設

2.倉庫（冷凍・冷蔵倉庫含む）

3.事務所・オフィスビル

4.文教施設

5.医療・診療所

6.店舗・商業施設

7.宿泊施設

8.データセンター

9.地域熱供給

10.住宅（全館空調）

Ⅰ. 調査テーマ

「 HVAC機器・関連ビジネス市場の全容 2024 」

Ⅱ. 調査目的

・本調査レポートでは、熱源/二次側機器の市場動向を捉えると共に、需要分野別の採用動向を調査する。また、需要先である需要分野の施設数
推移をフロー/ストックの両方から推計し、各需要分野において採用されている空調熱源システムの規模別、方式別の特徴や、空調関連ビジネスの導
入実態について調査を行った。各熱源/二次側機器の販売施工を行っている事業者における空調分野の事業展開状況についても調査を実施した。

Ⅲ. 調査項目

■ 調査概要



■ 調査概要
Ⅳ. 調査方法

弊社専門調査員による対象先（参入企業、関連企業など）に対する直接面接取材（Web会議ツールによる面談を含む）を基本に、一部電話
ヒアリングを実施した。特に出典の記載のない場合は富士経済調べの数値である。

Ⅴ. 調査期間
2024年7月～2024年9月

Ⅵ. 企画・調査・編集
株式会社富士経済 ソーシャル・ソリューション事業部



Ⅰ.総括編
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■ 目次



Ⅱ．機器市場編

■ 目次

＜熱源機器市場＞
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Ⅰ.総括編

• 熱源機器市場/二次側機器市場の市場規模推移を調査、容量別や導入
案件種別毎に詳細分析
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需要分野別の注力度を調査・分析

Ⅱ．機器市場編
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